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Sununary 
The prでscntexpe1'iments were conducted to investigate the effect of milking at unequal 
inte1'vals on the p1'oduction of milk， milk fat and solids-not-fat (SNF) by high開 andlow姻
p1'oducing cows. Fou1' Holstein cows we1'e milkcd twice a day at the intervals of 12-12 
h1' (9 : 00 AM-9 : 00 PM) and 17…7 h1' (9 : 00 AM-4 : 00 PM) in a three-pe1'oid switch 
back cxperiment. Each cxpe1'imental pe1'iod was threc wceks and followed one week 
t1'ansition pe1'iod to change to the next， then twelve weeks were 1'equi1'ed to complete this 
expe1'nnent. 
The milk weight was 1'eco1'decl twice a day， and the perc巴ntages01' milk fat and SNF 
wcre dctc1'mined Ollce a week 011 samplcs collectcd f1'om morning and cvening milk. Thc 
milk fat was analyzed by the Ge、rbcr'smethod and the SNF werc dctermincd with lacto胴
mete1' and the milk fat test. 
The 1'esults wcre summa1'izecl as fo11ow8: 
(1) Since the daily milk yield declincd with advanci時 stageof 、lacta叫tiOi日1thrげU.O刀ou碍ghou
the巴xp巴Y討iηmcαntalpcroids， they wcre cor1'ected by 1'actors computed 仕omeach lactation 
curve. With thc co1'1'ectcd valuc， thcre were no diffcrences in the daily milk yield among 
thc thrce pc1'oids. 
(2) The milk yielcl aJle1' the long int巴rval(17 11') was bigher than aJle1' the following 
sho1't inte1'val (7 hr). The ratio 01' mor凶時 toeveni時 milkyi巴ldwas 50: 50 in the 
pe1'iods of thc 12--12 h1' milking inte1'val and 70: 30 in that of thc 17-7 h1' milking inte1'val. 
Thc milk sec1'etion 1'ate， howeve1'， was not affectccl by thc long milking interval. 
(3) Thc1'e we1'e no diffc1'ences betwc巴nthe daily milk fat yielcl of cows subjected to the 
unequal milking intervals and that fi'om thc equal milking intervals. The milk fat 
percentages 01' evening milk of cows milkecl on unequal 17-7 h1' intervals obviously exceed-
ed the percentages 01' morning milk. Thc fゐtP巴rcentageclecreased with increasing the 
length of interval. Thus， it is suggested that the long巴l'the int巴rvalthe g1'eate1' 1'esults 
th巴1'etentionof milk fat in the residual milk. 
(4) No difference in the claily SNF yield and percentage attributable to milking inter-
vals was founcl in this experiment. 
F1'om these results， itis suggested that the claily milking at 9 AM ancl 4 PM can be 
usecl for dairy cows without any e配:cton the yiclcls of milk， fat and SNF. 
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緒 雷
乳房内にふ、ける手L汁の生成と分協は，搾手L後からつき'の搾手しまで述続して行われ，その分i必迷
!度は搾乳悩後がもっとも向く，乳殿内の乳汁誌なi泣が増すにつれて，しだいに低1ごすることが知
られている 1，:3，川24)搾乳後のi時間経湖とともに，乳腺!削除，乳管j耳、よび乳槽内に貯瑠される乳
iH誌が駒大して乳房内乳j王が上!f{.lノ制 そのがi巣として乳腺胞内の乳汁の生成と分泌機能が抑制
されるものと解釈されている.このことから，等間隔搾乳による場合が不等Itl紙搾乳よりも産乳
EllIl:は多くなると考えられてきた.
しかLlE常搾乳後乳房内に"i'iまる残存乳児sidualmilkを排出させてしまうと，手UI-分泌迷j立
が搾乳後少なくとも16時間までは一定であることが線合され，8j，io，80，alJM3} 等IlIJ附搾乳のぬ不IJ性
に闘する考え方に疑問が提出された.なふ、乳?十分泌速度，政乳lIi立，乳脂!:l::'Jlrr.に対する残存乳の
影卒;~~については.lJUEまで・致した見解が符られていない t5，tn，25，) 
1 El2 1u1の等間隔搾乳と不等間隔搾手しとを比較したこれまでの報f!?を要約すると， /f~等間隔搾
乳lて土手し!設;T'よび手LJ成分の低ドをもたらさないとするものい，t2，18，215，:13) 乳泣には差がないが乳成分
を低下させるとするもの 16，22) 乳成分には72がないが乳泣を低下させるとするもの 20，28) かよぴ
lYiかで・はあるが乳!誌も乳成分も低下させるとするもの 17) などがあり，どの持手L様式が作平IJであ
あるかについては米te検討の余地が残されている.
また 1[1 搾乳I[1J数を2回から 31U1にすると， J2rr.乳日j誌は約2096多くなる 10) といわれているが，
乳房内乳配 29) 残符乳 n，10，叩)似;乳ホノレモン分泌 27) などの問題と搾乳頻度との関述'11.:についても
f!iJらかでない.
最近わが!I4に.:1:>'いても，等間j悩搾手しが間住民家の労働時IjJをかなり長H年間束縛するところから，
不全手間l煽搾手しを実施した場合の乳没，乳質，手LiJ}炎発生桜皮などに対する影緋が再検討されるよ
うに1まってきた 13，14.211
本研究は，泌手LEI:=.f11常的見iむから，乳房内にふ、ける乳汁;t、よび乳成分分泌、jililJ[に闘するi問題解
明の一助として， /f~~手 IIJJ 附搾乳が乳ï ト，乳防止コ、よび 11!~IJ好関形分生産にかよほす影響~の程度を I!íJ ら
かにするためまh訴したものである.
材料および方法
本実験には佐賀大学j史学部附属農場白に終盤ゅのホルスタイン格乳牛群より総雌牛4阪を選んで
供試した.供試11二の牛~，長i三イテ，泌手u関数型分娩後経過月数，実験開始i主主体君主f よび産乳[1-誌は
Table 1に示す巡りであった.災験開始時の各牛の乳郊にはかなりの援がみられ， 波乳日況も
13-29kgのjtr;いがあった.分娩成後の A1二では手Li立の変動が大きかったのに対して， B， C ;1:>'よ
びD1ニはいずれも分娩後6 7カ]:jを経過してかり，乳i立の推移は比較的安定していた.
災験1寺j関，各期の臼数むよび体乳繰式についてはすable2の通りであった. 各牛についてそ
れぞれ3期を設け switchback designとした.第 1J部は等間l潟搾乳j自で， 12時間々陥により午
前91侍と午後91寺の 1[1 2国搾乳を実施した. ~HIJ出は不等間隔作乳期で17時間と 7 Jt寺悶々隔に
より午前9Jt;J"と午後4Jt寺の 21滋の搾手しを行なった. !1f~渡期は:丙び等間 l潟搾乳j出として第 IJ明と伺
じi時刻に搾乳した.各j羽の長さはそれぞれ3迎1mとし，つぎのWjへ移行する場合にはそれぞれ1
週間の淵経路j闘をi泣いた.実験は昭和48年4H2Hより 6月24日までの 12遇i切にわたって実施
した.
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Age. order of lactation， lllollth after calving、bocly¥V(勾hland il1itial levcl of milk 
producliol1 of four Holstcill COW5 日間ζ1.
Tablc 1. 
lniti正i
lcvel 
ofmilk 
productio日
(kgJday) 
Body 
wcight al 
llutiatioll 
of CXpClト
mcnt 
(kg) 
Monlh 
aftcl 
仏dving
Or<l(']" of 
lactation 
A宮eat 
initiation 
of cxpcri吋
Itlcnl 
CO¥Vs llscd 
29.2 
22.8 
17.3 
12.9 
GGO 
570 
500 
1GO 
???????????
?
?
AalりcEcho Capturc Fczzan (A) 
Aaltjc Caplainc Gcneva (B) 
Aaltje WayncJlllicllc (C) 
Fabiola PiUar Baby (D) 
Milkil1g schcdulc. Table 2. 
Tranぉition
1 (Equal milking inlcrv乱1)
Transi tiol 
Il (Uncqnal milking int.crval) 
Transition 
1I 1 (応qualmilkin日inlcrval)
i' Thc fi悶1figUl"C indicalcs intcrval in hours bctwccn cvcning and ll10ming milking and thc 
sccol1d lhc illlclyal bctwccn 1l10rllillg and cvclling milking. 
9 AM-9 PM (12…12)t 
9AM..9PM (12--12) 
9A:'1-4PM (17-7) 
9A~lApM (17-7) 
9AM-9PM (12-12) 
9 AM-9PM (12ぺ2)
Days 
uscd 
???????
。???，，????
Expcrimcnlal 
pcriod 
Datcs 
Apr. 
Apr. 
Apr. 
May 
May 
Junc 
????
??????
2--Apl¥ 
9-Apl¥ 
30-May 
7-May 
28-Jutlc 
4っJunc
給与飼料については，それぞれの乳午に対する19r必必分以を災験IJf.Jtfi I!J'に詐11¥し，それぞれの
小の俄康状態をも段階して給与肢を決定した.給1Jeした浪!'/ft，iJゃいまJ/iJ仮配合飼料であった.組合iJ
*:1については，会jgj1mを.iillして，向刈イタリアンライグラスを{本恨の10?6給与とした.その他の
飼益予i'Jll!は~~鹿島;の'Ifl行に従った.
手Ljd; は ':91 とタ Jj (7)+J~乳 II!J' に 11母体別~;::，i[' .1l: L， 1M (1を合計して Ji'(~乳 1:11[(‘とした.な;1，'分娩後経過
日数による泌乳11mのI然減少必i主iを除くため，それぞれの小についての版乳1討を実験開始日
の乳:lil;l<.準に1i1lAした.すなわち等!日JI対搾乳JgJ (第1)切，t"よび第mjgJ)にふ、ける政手L日j立の尖験
開始後経過1数に対するIi!l焔係数を求めて手LJ法相lilE係数をm:H¥L，これによってそれぞれの小の
波乳日!誌を補正 L た.また乳脂五容と 1!!~JIT fj5i 7診分本iJlJ定のため， )担 1lilIずつ初とタブiの手しを探取し
た.乳脂本の測定は Gerber'sacid-butyrometer method によって行ない， 1!!~脈問形分ネの算出
はつぎの Babcockの式によった.
創刊行 mil 形分i.t~
ただし
(SNF;;伝) O.25L-ト1.2F
L:牛乳比主計のz沈み
F: :j!LJ1行;4さ
結果および考察
(1) 手L生綾に対する搾手L間関の影響
尖験Jgl[I¥J中の A，B，C ;j."よび DLI'.の主主乳[]hlの舵移をそれぞれ Fig.1より Fig.4までにぶし
た.各I1二とも12-12111111司の等I¥JI係係乳j邸(第 1JDJ ;10'よび第IJgJ)に;10'いては似搾乳した乳泣とタ
t'i 37}J (1974) f/J:灯火~~}:政令:沿線106 
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ブJ搾乳した手Lfiに大きな差は認められなかったが， 17-711年!日!の/Fう~ilm 隔搾乳!り] (~II JUJ)では，
搾乳間隔の長い妙iの作手しにふ、いて19]らかに多くの手しを生産した.
産乳日i'iには1j:EIの天候'2Jflgによりかなりの変災が比られたが，全般的には各LI二とも乳JVが進
むにつれて減少する傾向が認められた.官il削減搾乳jお(第 1J仰と第IlPJ)にかける泌乳日1ItCY) 
の経過日数 CX) に対する [[!11\f}式を {J~~.í\'1二ごとにt1IJ¥するとつぎの巡りであった.
A11二 Yエニ…O.085X +25. 6 
B11二 Y二口一0.035X十14.8
C11": Y口一0.043X十11.8 
Dll二 Yエコー0.054X十11.7
:k験!PJ[I¥J Ijlを通して乳j明が1EI進むごとに A'Iニでは 85g， B 1二では 35g， C 1二では 43g， D LI二
では 54gずっそれぞれ乳iiが低下した.
等[I'tj l紙搾乳期から二千~~，~i [l \J隔搾乳JUJへ移行する場合(第 IJ切から節目JUJ)は，すぐその笠Hから，
':9J と夕方-の乳;誌に 1J~ .!]1L 開制lI!í'1mの影響があらわれた. しかし不等間隔搾手しから次期の'1;問i弘H'1手L
に移行する場合(第日期から第IIJUJ)は，調終j切[lI1'に前の搾乳JPのj影響が伐った.~JJ めの 1~
3 (][lj]にわたり ':91とタ)fの乳泣1¥]に蕊がi辺、められたが，その後にふ、いては巡いがなくなるか， i
たは第mJ羽を通して切の乳f1が多いまま推渉した.この手u止法の持続!P1HIlは乳泣の多い1二が少な
いLIニより大きかった.
各作・について， J総別に， ':91とタ)jの乳J.U:， その比率， 合計乳五iぉ、よび補正乳El泣を示すと
Table 3の巡りであった.
JPl Il¥lの成乳EJi止については4以の1'，のいずれに;10'いても1U'立な濯が説、められた. どの 11二でも1:f~
1 JUがtinrJ切より必乳EI肢が多く， ~llJ羽が第 IIIJVl より多いという結果を得た.乳牛では，分娩後
の終j必El数が1¥')JIするとともに)'(i.乳iヨf誌はしだいに低ドしていくことがま1られている.この自然
減少を補正した乳1誌について，あらためてj倒的!の比絞を行なった結果，どの1母体にオ引いても必乳FI
1訟の涼はきわめて4、さくなった.イ~t~q削減搾手LJDl (第IJUJ)の手Litをせ;IHJI対搾手LJ切(第I!PJと立mI
JDlの王子j主J)のそれと比絞すると，A，C;10、よびD11二では2.1，4.7;lo'よび2.196それぞれJ:ifiIJDし，Blド
では2.496減少したが，どのxiも統計的には千L訟ではなかった.本災験では17-7 n~Í' ltll の不等間陥
搾乳を災地し等In附搾乳と比絞して乳泣の還を認めなかったのに対して，Tu武N忠良33)，BAMIU2)，
KOSHI and PETERSEN15)， GARCIA and BRIT012)， f1iJl・村上J:1I;l司、よび小出21)らもこれまでに種
々の不等 Il'，j阪搾乳と等 mJI:v.~搾乳の比絞試験を行なって，/F等[lIl阪搾手Lが乳&:.R去に必影響を与えな
いとする報告をIIしている.これに対して LINNERUDet al.17lは 12-12lI~nl\Jと 16-81時間の搾
乳間隔に対する比較を行なった結栄，傑かではあるが乳肢が不等Iml純搾乳で低下したと述べ，本
尖験のあi栄と火急なる報告を行なっている. SPAE四 andORMISTON28)はプラウンスイス極の前総
力牛併を川いて試験を行ない， /f~等 i削減搾乳によって手Lfitが低下したと報告し， MOORE20)も産
学LElliの多い牛ほど手Lilの低ャドが火きかったと述べている.これらの報告のように，不全手間隔搾
手しが平均的な手L!t践を行なっている乳牛に対しては影響がないが，高生産守二には影響があるとす
る結果に対しては)SCI'IMIDT25)や SCHMIDTand TRIMBERG芯R2G)の反i論もある.本実験では，
比較的手Li誌の多い A11二と他の午の間に，搾乳繰式の~いによる乳i止法は認められなかった.
等1M]踊搾乳J劉(第IJリ!と第IIJ部)について!出jと夕方の手Lf訟を.Lt絞すると， A 1ニの策立u関， B '1二
のtinJ出むよび C1二の第斑j自にj泣いて初と夕方の乳泣比がそれぞれ53: 47， 52 : 48;lo'よび54: 
46をぶして統計的に千16:な濯が見られた.A，B，C I1二の他のj闘かよび D1ニでは手LfJ比がいずれも
ほぼ50:50に近く，モfぷ遣は見られなかったが， D 1:のti3IJUJ tr 除くほとんど全ての嶋合に僅か
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ではあるが朝の乳母の方が多い傾向を示した. この傾向は VOIGTLλNDER34)，茸VERETTand 
WAD忍LL11)，Pu判 WMand GILMOIm23)らが12…12時I¥Jの等I}J総体乳の均介でも， ':if]の乳1itが夕方
の平しぼより似かに多くなることを印公した結果とよくー殺する.
不せqr¥H対搾乳j切(第n!日J)については初!と夕方の手Lfjt)立が切らかに観察された. ':91と夕方の乳
jilはA午では 15.9と6.9kg， B '1二では 9.5と3.6kg， C λi二では7.5と3.0kg， D午では7.1と2.8kg
k示しいずれも阿乳ほ1mの設は統計的に有認であった.それぞれの午の似!と夕方の乳没比は 70
: 30， 72 : 28， 71 : 29j:>'よび72:28となり，この依は際手LII\J踊 11寺 I引の比~fi17: 71訓話J=71 : 29に
きめめてよく!J;Q似していた.BRANDSMA 4)は9Mlの1卵性双子午kJllぃ， 12--121待相と 16-8時
間々陥の搾手しを7カ月lIiJにわたって続けた結果， ':9Jと夕方の乳泣比は等閣制搾手しの場合が51: 49 
であったのに対し， 16-81時間の不等Iml符搾字しの場合は66: 34であったと報告した.本災!換の場
合は不等IJ隔搾乳の1寺!日j控がこれより大きかったために，上七本には1"{1かな迷いが見られたが，傾
向としてはよく一致した紡糸を示した.
J窄乳後からつぎの搾乳lI!i;までに往路された乳日(搾乳 !iりをその!日j のlI!ilm で r~余した 1í[tを見かけ
!二の手LiI"分協i密度 apparentmilk secretion rateと考え，本実験の供試I1二からの平LJiJ:についてそ
の分泌迷授な算出し，JVJ別，搾乳WIJI陥別にその結果をぶすと Table 4 の通りであった.へíf;tI\J lÿ~搾乳
JDJと不等!日1潟搾乳!DJのいずれの!UJに.1:>'いても， i:9Jと夕方の見かけ上の乳n分泌:iiliJ"tの1I'tJには大き
な波災はみとめられず，搾乳1I¥l隔が17時間と 71!f-1I¥lの場合も，また121:f-1I¥1の場合も，同じ期内(節
IJ礼節目!DJ又はtT~滋!P]) ではほぼ問じ分泌述j立を示した. RAGSDALE巴ta1.24)が36lI:t 1¥]までの続
の々IljJ隔で伴乳した乳i設を比絞して，乳J}IJ~ の乳nl~封筒 i誌がI殺すにつれて乳汁分泌迷皮はしだい
に減少することな報公して以米，作乳1I¥l1純と乳f十分泌述i交の1U1婚にj渇して多くの研究が行なわれ
てきた.KOSHI and PETERsEr、15)は14…101寺1'1]， EDW ARDS7)は15-9 1IH1]， BARTLETT3)は151
-8 -tIhI' 1"]， McMEEKAN and BRUMBy19)は 16 円 81年!日!の不等|切断搾手Lによる成乳抵の比絞を
それぞれ行てとい，乳汁分泌迷皮がいす￡れも災い搾手Llml>l\4 の場合に低下することを報告した ~JJ ，
TURNER30，31，32，3)， ELLIOTT and BRUMBy8)， ELLIOTT9，lO)らは搾乳後乳房内に留まる残存乳と~主íf
した試験を災施して，乳n分自必;ijs皮が搾手L後161:iI¥Jは一定してbり，その後になって急速に低ド
することを報告した.しかし SCHMIDT、25)は残存乳を除去するようにi¥'niした実験にふ、いて，搾
乳11¥1泌が121時間を越えると乳汁分泌速度は低下することをIVJらかにしてj:>'り，これまでの報告で
は一致した見解は符られていない.
(2) 筑脂生産に対する搾乳盟関の影響
供試1二の生産した乳について 1EI王子均乳勝率をJPl別ふ、よび搾乳I!J・別に比絞すると Fig.らに示
した通りであった.全容1附搾乳j出と不等間隔搾乳j出の 1B王子均乳勝率は供試I1二によって一定の傾
向をぷさず，その殺はIljJらかでなかった. この給来は GARCIAand BRIT012)や SPAI王Rand 
URMISTON28)の報告・と一致したが， 15.5--8.511訓話jの不等ILH将司搾手Lを行なって乳脂ネが2.596も低
くなることを示した KOCSISI6)の報公や， 16-81時!日!の不等間隔搾乳が12-121時1mの等!日1附搾乳
と比較して傑かではあるが乳脂本が低下することを報公した LINN犯RUDet aJ.17) らのが;巣とは g~
てとるものであった.
初と夕方の生乳間の乳脂2容を比較すると，等間!符搾乳J関(第 1J関と第阻期)に.:1"いては差が
認められず， VOIGTLλND忍R34)の報告とよく一致した紡来が得られた. これに対して不等間隔搾
乳j羽(第IJ羽)では， }:列と夕方の生泌乳!日lの乳J旨ネに会ての1r遺体で悲が見られた.搾乳間隔1寺IlJ
の長い紛の乳が II\Jlq~ の短いタ)Jの字L よ
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約 1必であった.McMEEKAN and BRUi¥1sy19)は16-81;¥"lilの不等lI'iJl純邦字Lに;h'いて， 8Ih'fIl¥Jの
1可L[1¥l隔の乳防本が1611寺11]々隔の場合より 4形も向いことを報告し， BRANDSMA 4) も16-811.'f[l¥J
と 12--12時間の比較を行なって，後二百ーの搾手LII'，JI~~の場合の夕方の乳IJ行継が対 JK1 (12--1211年間)よ
りおく， !:9]の手L)]i'f;容が対I!夜より低いことを明らかにした. ORMISTON et al. 22) は1EI 21m搾乳の
場合，長い 11\] 許認(14.51時1l\J)後の搾乳によって得られた乳の乳)]i'f本が鋭いWrJl>I~ (9. 51寺悶)後のそ
れより低かったと報告した.これらの現自については TURNER31，33)， SMITI壬27)，DONKER et a1.6) 
らは普通の搾乳後になお、乳服内に弱まる銭存乳を問題にしている.成存乳は鋭い搾乳1司隔の場合
よりも長い衿;手LI1il樹の場合に大抵存在し，長い間i号'A後の残存乳がつぎの短い[lf]I泌rI'に分泌される
乳?卜と一緒になって放出され，このf!i'!協される残手F乳がとくに多{誌の乳脂肪を含んでいるので，
その紡糸として短期間後に持参乳された乳汁の乳脂率が向くなるものと推定した.
同じ等間隔搾乳を行なった第IJVJと第mJ関の乳脂準を比較すると， A Ljニと B牛では，不等1m
陥から等rml将搾乳に変更した第IIJVlにかいて乳脂ネがf氏、iごする傾向が見られたが， C b'よびDl!C. 
ではほぼ同じであった.
1 13平均乳脂佐藤殺をJPl別，搾乳ILj:別にとりまとめて示すと Table5の通りであった.供試Lj二
の乳脂設は手LJ関が進むにつれて低下していくことを示し，政乳13mの傾向と一致していた.
等間踊搾乳j倒的jと不等間関搾手L期間の 1EI平均乳)J寄生産抵の差については一定の傾向が認められ
ず，供試午によって災なる結果を示した.等i誌1潟搾乳}剖(第IJ羽と第1立j坊の平均)と不等間隔搾
乳JPl (第 rUDJ)の乳)li'f tt:ô波殺を比絞すると， A と D'j二では不等 Iml対搾乳によって 24.6 と 1.3~ぢそ
れぞれ低下したが， Bと C'1二では9.3と9.6必それぞれ逆に増大してbり，一定の傾向は認めら
れなかった. ORMISTON et a1.22) や KOCSIS16)は不等IlYJl純子容乳により)]出万佐渡{誌は有;訟に低下し
たと述べているが， TURNER33)は5主1の双子乳牛をJHいて13-1111寺1mと16--81れl¥l々 編の搾乳で
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家~EH .大石・ '1尚本・伶応:乳LI:. の手L'Iミ1裂に対する弓~~\t，'i l制緩際手Lの影警察 115 
は乳肪IJ万の佐藤EI母に若がないことを， Schmidt and Trimberger刊には 3品種の乳牛105頭を月i
いて 2{:1ミ1討にわたる不等!日j踊搾乳試験を行ない， 16-81年1¥々 隔が12-1211年|刻々隔と比較して乳
11町長f活況にj(~ をぷさないことを綴告した SPAHR and ORMISTON28) も同様な不等間隔搾乳試験
で乳1tf!l=.政!こ1誌に波がなかったとして本実験り松栄とづ没する綴告を行なっている.
また土手1mlis4f平手L!Ul(第 1JUと第IDJUl)にふ、ける初と夕方の乳の乳脂泣については A，Bふ、よび
C LI二で泣がi認められた.イミ等間Iq司搾まLJ羽(;$n JUJ)では A Lドをi徐く 3綴にかいて籾の乳がl児ら
かに乳Jm!:E. JilU詮は大であり，乳防本とはi並の傾向を示した.
乳脂分波、j密度については Tab!e4に示した通りであるが，同じ期内の初と夕方の乳の乳股分
J必j返皮には一定の傾向が認められなかった.
(3) 無脂翻形分生産に対する搾抗期臨の繁華纏
供試牛別に告!~縮問形分Z容を比絞すると， Fig.5によって切らかなように期間ぉ、よび搾乳1寺別で
は大き念探;廷は認められなかった.官!~}m田形分率と乳iまから無断 i問診分佐藤 lヨ;泣を計算した *1i巣
をTable6に示した.それぞれの供試やでは期!日jに有窓溌が見られたが，このことは乳期が進む
につれて乳l誌が低ドすることに駅間しているようであり，搾乳1I'd踊の荒によるものとは考えられ
なかった.
':9J とタ /iの手Lの 1!!~ll日 r6ÎJr~分'1.:政!誌の渋については，等 1111 陥隙乳J!fJでは A と B I1二の第 1JVJ;b-よ
びC'1二のtiSI JDにふ、いて?;ワ!の乳の1則前問形分i設が;(j・立に大きかった他は廷が認められず，また
/f~等問販j関(第lI J出)では全ての供試11ニにふ、いて í;iJJ の方が大であり，このことは無脂踏形分生産
i誌が乳散と?別表な関係をもつことを示唆している .1~ll!Í関形分本に関しては VOIGTLλNDER34 ) が
12…12時間のう手間|将搾乳の時でさえ夕方の乳ががjの乳より有志:に大であったとしているのに対
して， ORMISTON et a1.22) は1:9Jと夕方の乳の縦断同形分ネが搾乳IHI械によって彩縛されるとし，
GARCIA and BRIT012)は8--18 1時間の不等間隔搾乳を行なっても無指図形分2容に i{~がなかった
と報告しているなど， 一致した紡来が14f.られていない.
以上の京市浪から， 17-711~;rìJJの不等|初郎防乳が12-121時間の等[I'd l将搾乳と比較して，乳汁や乳
成分の生産に対して顕著な感影響合もたらすとは考えられないようであるが，これらの問題につ
いては，乳房内庄の経自主的変化や乳房内における残存乳の持越し効来などの点から今後さらに研
究を進めていく必裂がある.
摘 要
乳牛にふ、ける手L ，乳1Ji1 ;b- よび無』質問形分の生産に対する/f~~i間 i続押乳の影響を明らかにするた
め，ホノレスタイン搾乳牛4阪をmいて，12-121時間(11二五ij91寺一午後91寺)必よび 17-7時間(午
前 911寺一午後 411寺)悶踊による 1 日 2 国搾乳試験を実施した.試験期 H~ を 3J羽に分け，第 u剖と
第mJ仰を等1¥11将持乳Jt1:I，第IJVJを不等間関搾字LJt1:Iとした各j仰の設さは 3週間とし，つぎの期へ
移行する場合の調強JUは1週間とした.乳母については朝夕2悶別々に記録し，乳脂肪と無勝間
形分は週1閣の乳n'lj'ンフ。ノレから測定した.乳1段3容はゲJレベル氏法によって分析し， i則旨思形分
本は乳nの比重と乳IJ宮本からパプコック氏の式により釘.出した.
(1) 乳母は乳j閉が進むにつれて減少を示し，供試作ーの産乳上1-設についてはJUJ1mに有意差が見
られた. しかし乳別によるiliTEを行なった給処，金供試牛にふ、いて波乳B:1誌のlPj翻差は小さくな
り，統計的に有;訟な蕊を示さなかった.
(2) 不 f^'ilml総搾乳別(第立j泊)にかけるi;yJと夕方の乳;肢は切らかな渡来ェを生じた.!iyjと夕方の
乳泣比はふ、よそ70:30 となり，抑乳問 Iq;~の 11寺 11\]1お17: 7に一致した.なか等間関係乳期にふ、いて
116 佐賀大今j兵学終報 J'Xn7な (1974)
も，僅かではあるが初の乳in:が夕方の乳虫より多い傾向を示した.しかし搾乳tm舗とは無関係に
分泌迷l皮は一定して;10' り，搾乳後1711前向までの手Ll.廷内手Ln分泌速度には z1~がないことを示唆した.
(3) 乳)J旨生産日最;10'よび 1EI 平均乳防本には，不等!日11泌搾乳Jgj と等間 l対搾乳JUJ との II'， J に z)~が
認められなかった.不等fl¥J閥均jの切と夕方の乳では乳IJ伝来に泣が見られ，切の乳の乳脂ネがタJi
の乳よりぬ・2に低かった.このことは乳版権に対す偽る乳房内残存乳の関与をノメ唆するものと考え
られた.
(4) 無1I旨瑚形分生産EIl立と 1EI平均官民!J日!日形分率に対しては， 搾乳間!械のil¥ハによる法が認
められなかった.
以上の結果から， 17-711寺[l¥jの不等間隔搾手Lが12-1211寺[品jの等1I'，Jf煽搾乳と比絞して，乳と乳成
分の伎践に;対UU'l敦1な怨Jj多特をもたらすとは考えられなかった.
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